
「会議の準備に時間がかかる」「テレワークにおけるリモート
会議でコミュニケーションがうまくとれない」「時間どおりに終わ
らない」「会議ばかりで自分の仕事に集中できない」など、
会議が“ムダ”の温床と感じている方は多いのではないでしょ
うか。実際1日の業務時間の5割以上を報告や会議に費
やしているという例もあるほど、「会議」は個人の時間を奪う
業務の代表となっています。
日立コンサルティングでは、お客さまが本来業務に多くの時
間を割けるよう、デジタルを活用することで、会議の最適化
実現を支援します。

会議効率化コンサルティング

AIの活用で、
会議ボリュームを負荷なく可視化

会議の廃止・効率化に導く
判断ロジックの提供

AI解析を活用し、「廃止/効率化すべき会
議」を判断するロジックを提供します。これを
開催判断ルールとして扱い、会議をスリム化
するとともに、ルール・施策順守状況をチェッ
クできる仕組みを整備。「リバウンド」が発生
しづらい環境を整備します。

効率化の実行につながる
ルール・施策を整備

「人が集う活動」である会議は、個人の努力だ
けでは効率化は困難で、トップダウンによる組織
対応が必要です。会議の廃止を促す開催判
断ルールや、リモート会議での有効なコミュニ
ケーション、効率化施策の整備をご支援すると
ともに幹部にご報告・助言させていただきます。

会議の可視化で“ムダ”を削減。
準備・報告業務も最適化し、
働き方改革やテレワークの推進を加速。

スケジューラーデータ＋AI解析により、従業
員それぞれが、どのような会議に何時間割
いているかを効率的に可視化します。
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●サービスの仕様は、改良のため変更することがあります。ご不明な場合は、弊社担当営業にお問い合わせください。 ●詳細な見積条件などはwebサイトから、または弊社担当営業へお問い合わせください。

会議・報告の効率化 個人作業時間の確保

1日の過ごし方の理想の姿
会議を効率化したのち、まとまった個人作業時間を確保すること
で集中して業務を推進できるようになることが理想的な姿である
と考えております。

Before After

● 施策を実行し会議の効率化を推進します。
● 定期的にモニタリングを行いPDCAサイクルをまわすことで定着化をはかります。

● 効率化推進のルール・方針の策定を行います。
● 社内で会議効率化を進めるための体制やその他環境の整備を支援します。

● 効率化判定を行い、会議に対する効率化の方向性案を検討します。
● 効率化推進の制約事項を洗い出し、施策の具体化を進めていきます。

● 抽出データから潜在課題を深堀し、課題の原因を特定していきます。
● 必要に応じて現場へのインタビューを行い、課題の整理を行います。

● 会議の棚卸を行い、1日の業務における報告・会議を可視化します。
● 棚卸しされた会議の分類を行い、会議の目的を確認します。

プロセス

会議効率化へと導くコンサルティングプロセス
ツール、手法のイメージタスク

現状把握
会議の可視化

課題抽出・整理
原因特定

効率化方向性検討
施策具体化

ルール・方針
体制・環境整備

施策実行・定着化
PDCAサイクル

本サービスの提供開始：2019年6月

1日の業務に占める会議の割合が不明であるため、会議への問題意識が生まれない

課長級の会議が圧倒的に多い、部長と課長が同席している会議が多い

複数の目的が混在している会議が多く時間がかかり、結論は出ない

出席の必要がない会議に出席している

設備が整っていない、紙文化、会議のファシリテーション、ドキュメンテーションスキルが
低いなど、会議効率化以前の課題が山積み

会議効率化判定

会議目的の明確化

会議参加者精査

会議削減・廃止

現状の課題

<定量的効果>
報告・会議時間
平均20%削減

<定性的効果>
“ムダ”だと感じる報告業務・
会議の削減、集中できる作
業時間の増加による生産性
向上、会議目的の明確化

など

施策実施後の効果想定

コンサルティング適用事例 － 某社の場合

こんなお客さまにお勧めします
「ムダな会議の削減」「会議のスマート化」に向けて、具体策を策定したい

会議の削減や定型業務の効率化で、管理職やリーダー職の時間も創出したい

使いやすいコミュニケーションツールの導入を、効果を交えて社内に提案したい

テレワークの増加によるリモート会議の不満、コミュニケーションロスをなくしたい
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